
１．研究の背景・概要

　本研究で対象とするのは，新潟市郊外の住宅地と郊外

店舗を自動車で結びつけることで形成されている圏域で

ある．新潟市の郊外地域は公共交通の整備が不十分であ

り，生活における車の依存度が極めて高く，幹線道路沿

いには郊外型店舗（ロードサイドショップ）が並び，典

型的な地方都市郊外の様相を呈している（図1）．また，

新潟は寒冷地で天候が不順な時期も多いことから，車を

利用する際も出来るだけ外気に触れずに建物と車を行き

来できるように工夫されている．本研究では，郊外居住

環境において住居と商業店舗が自動車の利用によって強

く結びついた圏域を「インドア郊外」（図2）と名付け，

次のように定義している．

主な移動交通手段は自動車であり，自動車が個人で・ 
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【住戸】
接道部に駐車空間が大きく確保さ
れ，家屋が駐車空間とが密接に繋がる
ように配置されるなど，家と外部との
関係が車を中心に計画されている．

【自動車】
家族それぞれが車を個人所有する事で，自分の部屋の様に居
室化され，移動手段以外の目的で滞在する時間が増える等，
あたかも住居の一部のような使われ方をしている．

【郊外施設】
多様な業種が郊外店舗に進出し，日常の外出がほとんど郊外店舗内
で完結している．駐車場がエントランスを経由せずに売り場と直
接つながる（車から降りた利用者はいきなり売り場の真ん中に

放り出される）ような空間構成がされる．

新潟市郊外図 図図 

インドア郊外模式図図 図図 



所有されることで，車内空間に様々な私物が持ち込

まれ，単なる移動手段としてだけでなく居室的な使

われ方がされる．

日常利用する商業施設などは自動車で利用し，これ・ 

らの施設が自動車への乗り入れの際に出来るだけ障

壁がないようにデザインされている．

住宅地は自動車利用を前提としており，住居も自動・ 

車の駐車と乗り入れを優先してデザインされる．

住宅と商業施設が「居室化」した自動車で結びつけ・ 

られることで，住居と商業空間が明確な境目がなく

シームレスに結びついた圏域が形成される．

　インドア郊外は，幹線道路沿いに点在する建物が自動

車によって結びつけられ，郊外の自動車利用者のみで囲

い込まれた圏域である．購買行動を前提とした商業空間

が中心となっているものの，郊外居住者の生活にとって

大きな比率を占める空間となっている．郊外での住宅地

の建設と幹線道路沿いへの大型商業店舗の出店が続く地

方都市では，こうした圏域は今後も増加が予想されるも

のであり，インドア郊外圏域の実態を明らかにしていく

ことは，今後の郊外居住環境を考えていく上でも重要で

あると考えられる．

　インドア郊外圏域の郊外型店舗では，サンダル履きや

室内着のような服装で買い物する人や，まるで住居内の

ように振る舞う子供などが散見されるなど，従来の公共

空間とは異なった公私の領域が混在した空間が形成され

ている．これは大型商業店舗の利用者属性や空間の作り

方による影響も考えられるが，それ以外にも，住居と結

びついた私領域的な車内空間が，直接商業施設とつなが

るという空間の連続性が起因していると考えられる．

　このように，インドア郊外圏域の特徴を明らかにして

いくためには，郊外型店舗や郊外住宅を単体で論じるだ

けでは不十分であり，両者を結びつける自動車も含めた

包括的な圏域として対象化する必要がある．郊外住宅地

や郊外型店舗の形態を自動車利用の側面から研究したも

のとしては筆者ら 1)2)3）の研究の他に，土岐ら 4)5）や吉

村ら 6)7)の研究があるが，いずれも郊外住宅地や郊外型

大型店舗やその駐車空間との関係を論じたものであり，

本研究のような郊外の住居と店舗を自動車利用と結びつ

いた一体的な圏域として対象化した研究はない．

　本研究は，インドア郊外に関して，その圏域の形成の

仕組みを明らかにすることを目的とするものである．住

居と商業空間が自動車で結びつくという圏域の形成に

は，媒介空間としての自動車，住居及び商業空間と自動

調査日時 平成１５年１０月

調査対象

新潟市郊外に居住し車を所有する若者

　学　生２８人（男２０人，女　８人）（平均年齢２１．３歳）

　社会人３４人（男２４人，女１０人）（平均年齢２４．０歳）

　　合計６２人（男４４人，女１８人）（平均年齢２２．８歳）

調査項目

・アンケート（基本属性・車の使用頻度・使用目的・同乗者・車

内で行う行為・停車時の滞在時間）

・写真撮影（車内及び外観・車載アイテム）

車との接続形態が重要であると考えられることから，本

研究では，以下の３点から考察をすすめる．

自動車の車内空間の居室的な使われ方（車空間の居・ 

室化）

自動車との接続を重視した住宅形態（むき出し住宅）・ 

自動車と店舗空間の接続を重視した郊外店舗（車直・ 

結店舗）

２．車空間の居室化

２−１．調査概要

　本章では，郊外において主な移動手段として利用され

ている自動車のうち，個人による占有や私物の持ち込み

によってその車内空間が，居室のように使われている自

動車に着目し，その実態を調査した．なお，本研究では

車内空間の「居室化」を以下のように定義している．

移動以外の行為が車内で行われること．・ 

運転動作に直接関わりのないものが車内に持ち込ま・ 

れ車内空間がしつらえられること．

　調査では新潟市近郊に居住し，車を所有する若者62

人を対象とした（図3，表1）．若者を調査対象としたのは，

自動車を積極的に利用していることが予想されたためで

ある註1)．対象者の属性は学生が28人，社会人が34人，

平均年齢が22.8歳である．調査は，アンケート調査と

車内の撮影調査の２点であり，平成15年の10月に実

施した．アンケート調査では，基本属性の他，自動車の

使用頻度，運転以外に行うこと（選択肢より複数回答），

運転時の同伴者の有無等について尋ねた．また，車内の

撮影調査では，自動車の車内におかれているアイテムや，

その位置が分かるように撮影した．撮影は主として調査

者が行ったが，調査者が撮影できない場合は，撮影箇所

を指示し，調査対象者自らが行った．

居室化した自動車車内図 図図 

調査概要（車内空間の居室化）表 図図 
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２−２．調査結果・考察

（使用頻度・目的）

　まず，自動車の使用頻度をみると，平均使用頻度は一

週間あたり，6.27日で，65.4％が毎日利用している（図

4）．また，一日あたりの乗車時間をみると，平日では

84.4分，休日では102分であり，平日では30分以上

60分未満，休日では90分以上120分未満の利用が多く，

自動車が日常的に利用されており，かつ多くの時間を車

内で過ごしていることが分かる．日常生活における自動

車の依存度が極めて高いといえる．使用目的を見てみる

と，平日は通勤・通学，休日は遊びや買い物といったレ

ジャーに主に用いられており，生活の様々な場面で自動

車が用いられていることが分かる（図5）．

（同乗者）

　乗車時の同乗者に関しては，平日は「なし（一人）」，

休日は「友人」が多かった．通勤や通学時は一人で利用

し，休日は友人と出かけるのに利用していることが推察

される（図6）．

（車内で行う行為）

　車内で行った事がある行為に関しては図7のような

割合になった．「音楽を聴く」，「飲食をする」，「電話を

する」註2)は９割以上が「行っている」と答えた，また，

男女で差が出たのは，「着替えをする」（男68.2％，女

22.2％），「寝る」（男88.6％，女44.4％），「化粧」（男

2.3％，女55.6％）であった．「行っている」と答えた

行為の中には，運転中に不可能な事も多く，自動車の車

内が単なる移動手段としてだけでなく，それ以外の用途

を行う空間として利用されている実態が窺える

（停車状態での車の利用）

　停車状態で車に滞在したことの有無については，６割

以上が停車した状態で車の中で過ごした体験が「ある」

と回答した，特に女性や学生では８割近くが「ある」と

答えた（図8）．停車した車内での滞在時間に関しては，

回答にばらつきがあるものの「１時間以上」と応えた人

が３分の１近くいた（図9），また，停車状態で車内に

滞在しているときの行為について尋ねると，「人待ち」，

「寝る」，「勉強」など，運転しながら行うことが不可能

な行為が挙げられており，駐車の前後にしばらく滞在す

るといった使い方以上に，移動を目的とせず車内で過ご

す事が目的化した使い方の存在が窺える（図10）．自由

回答では，「自動車の中は確実に一人になれる空間なの

で落ち着く」という意見もあった．

ないある
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（車載アイテム）

　本研究では，直接運転には関係ないものが持ち込まれ

どのように車内空間がしつらえらえているかを明らかに

するために，自動車の車内にあり所有者が持ち込んだも

のを「車載アイテム」と定義し，写真撮影調査によりそ

の実態を調査した．まず，持ち込まれている車載アイテ

ムの数を見ると，平均で15.5点，最大で27点ものア

イテムが持ち込まれていることが分かった（図11）．

　車載アイテムを分類し，持ち込まれる頻度（所有率）

を示したのが図12である．車載アイテムは，固定的に

使用され，車内を機能上快適にしたり飾り付けたりす

る「インテリアアイテム」と，一時的に使用するもので，

携行されたり，使用後車内に置いたままになったり，使

用に備えて常備されている「荷物アイテム」の２つに分

けられる．

　まず，インテリアアイテムについてみると，ドリンク

ホルダーやゴミ箱など，車内空間をより機能的な面から

快適にするアイテムと,ぬいぐるみ，イルミネーション,

ステッカーなど，車内空間を個性的に飾り付けるための

アイテムの２傾向が指摘できる．これらは車内の滞在時

間をより快適に過ごすために持ち込まれるアイテムであ

り，車内空間の居室化を助長していると考えられる．特

に後者の飾り付けのためのアイテムは所有者の趣味嗜好

が反映されやすく，車内空間をより個性的な居室にカス

タマイズされていく要因となっていると考えられる．所

有率をみても，「おもちゃ小物」が半数以上，「ぬいぐるみ」

が25％以上の車内に存在しており，車内空間が，趣味

嗜好によって飾り付けられている傾向が見て取れる．

　次に車載アイテムのうち，荷物アイテムをみると，カ

バン・傘・雑誌類など，携行品として，日常の利用で出

たり入ったりすると推測されるものや，工具・クリーナー

など車のメンテナンスのために常備されていると推測さ

れものの他に，様々なものが積まれており，釣り道具・

スポーツ用品・レジャー用品など，日常的に使用するも

のではなく，使用に備えて準備されているか，使用後放

置されていると推測されるものも多く積まれており，居

室に付随するクローゼットのような使われ方をしている

ことも推察される．

（カスタマイズされた車内空間）

　車の個人所有が進み，その使い方に応じて，車内空間

がカスタマイズされている事例においては，所有者個人

の使い方や嗜好によって車内空間の使い方にいくつかの

傾向が指摘できた．車内空間の傾向は，同乗者を迎え入

れることが出来るようにカスタマイズされる「開放型」

と，不特定の同乗者を想定せず，特定の利用に特化する

「閉鎖型」の２つに大きく分けられる．単独乗車もしく

は助手席に特定の同乗者が乗るだけの閉鎖型では，後部

座席など空いた空間がアイテムで埋まる例が見られた．

これらの２傾向を趣味や嗜好に応じて，さらに細かく見

ていくことで，６つのタイプが指摘できた（表2）．

車内空間の特徴 形態の主な特徴
開
放
型
車
内
空
間

ラウンジ型 多人数滞在を前提に車内空間が整備されている

音響空間型
アンプやスピーカー等のオーディオ機器を充実さ

せ，音楽鑑賞空間として整備されている

ファンシー型
ぬいぐるみ等のファンシーグッズの充実が特徴で，

特に女性に多く見られる
閉
鎖
型
車
内
空
間

二人部屋型
主に車内前列のみが使用されることを前提とした空

間で，後部座席は前列のバックヤードになっている．

趣味の倉庫型 趣味活動で必要なものを常に車載している

ゴミ箱型
単独乗車を前提とし，使用されていない空間に次第

にゴミが溜まっていく

カスタマイズされた車内空間表 図図 

車載アイテムの所有率と分類図 図図図 
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（まとめ）

　居室化した車内空間を見ていくと，住居で行うべき私

的な行為が車内空間で行われているという側面と，都市

空間で確保されるべき空間が車内空間で代替されている

側面が見て取れる．車内空間が住居機能を補完するもの，

もしくは都市機能を補完するものとして居室化している

と言える．また，居室化した車内空間が，以降で述べる

住居や郊外型店舗とより密接に結びつくことで，インド

ア郊外形成の媒介空間として機能している．今回の調査

では，車を積極的に利用していると予想される若者を調

査対象とし，車内居室化を指摘することが出来たが，今

後は，家族世帯や高齢者など広い属性において検証する

必要がある．

３．むき出し住宅

３−１．調査概要

　本研究では，郊外住宅地において，家屋と車が密接

につながっている住宅を対象として調査を行った（図

13）．対象とした住宅は以下のような特徴を持つ（図

14）．

接道している道路と敷地の境界の間の植栽や塀と・ 

いった駐車時に障害となる要素が排除され，側溝フ

タなどにより道路と連続的につながる領域が大きく

確保される．

車へ乗り込み易いように家屋の入口と駐車場が出来・ 

るだけ近づくように配置される．

接道している道路と敷地の境界の間の植栽や塀といった
駐車時に障害となる要素が排除され，側溝フタなどによ
り道路と連続的につながる領域が大きく確保される．

複数台の自動車が駐車できる
ように外構の中で駐車スペー
スの確保が最優先される

車へ乗り込み易いように家屋の入口と
駐車スペースが出来るだけ近づくよう
に配置され，その結果家屋と駐車スペー
スの間の植栽等も排除される．

調査日時 平成１７年１０月
調査対象 新潟市郊外の住宅地７カ所（2134 戸）

調査項目

・むき出し住宅の判定及び撮影

・住宅形状（位置・出入り方向）

・駐車空間（位置・駐車台数）

・接道長さ（歩測）

調査地名 分譲年 住戸数 むき出し住宅数 頻度（％）
石山もえぎ野 平成元年 189 18 9.5
白根大通 平成元年 606 30 5.0
豊栄アイリス 平成６年 395 101 25.6
新崎すみれ野 平成７年 322 62 19.3
亀田ゆめタウン 平成８年 168 78 46.4

新通 平成１２年 119 56 47.1
希望ヶ丘 平成１４年 335 179 53.4

全体 2134 524 24.6

郊外に建つ「むき出し住宅」図 図図図 

「むき出し住宅」図解図 図図図 

調査概要（むき出し住宅）表 図図 

調査地概要（むき出し住宅）表 図図 

複数台の自動車が駐車できるように外構の中で駐車・ 

スペースの確保が最優先される

　郊外の狭小な敷地でこれらの特徴を備えた場合，接道

側の外構が駐車スペースに独占され，街路に対して建物

家屋が完全に露出する外見的特徴を持つ場合が多い．本

研究ではこれを「むき出し住宅」と定義し，新潟市郊外

でのその実態を分析した．調査は新潟市近郊の７つの住

宅地を選定し，むき出し住宅の実態を調査した．調査対

象地はいわゆる「ミニ開発」による宅地分譲地であり，

平成以降に建造されたものを分譲時期がばらつくように

選定した（表3，4）．調査は目視によって行い，駐車台

数，接道形状，家屋と街路との位置関係，接道幅などを

調査した．

３−２．調査結果・考察

　調査の結果，調査対象の2134戸のうち524戸がむき

出し住宅であり，むき出し住宅が全体の24.6％を占め

ることが分かった．

（頻出年代）

　対象地した住宅地の開発時期によってA（平成1〜5

年），B（平成6〜10年），C（平成11〜15年）の３つ

に分けてむき出し住宅の頻出傾向をみたところ，頻出率

は年代を追う毎に高くなっており，むき出し住宅が特に

近年増加の傾向にあることが分かる（図15）．日本の乗

用車の保有台数は，AからＣの年代に約35万台から約

55万台に増加しており註3)，自動車所有の一般化，複数

化がむき出し住宅増加の背景にあることが推測される．

（駐車台数）

　住戸あたりの駐車台数をみると，２台が最も多い（図

16）．住宅一戸あたりの駐車台数によってむき出し住宅



の頻出度を見たところ，駐車台数が多い住宅ほど，むき

出し住宅の頻度が高い（図17）．接道側の外構により多

くの駐車スペースに取られることで建物家屋の街路への

露出が顕著になると考えられる．

（接道方位）

　接道方位（街路に面している方向）毎で，むき出し住

宅の頻度を比較した．北入り（道路が敷地の北側に接道

している）住宅でむき出し住宅の頻度が高い（図18）．

住宅においては庭を南側に確保するために建物が北側に

偏って配置される傾向があり，外構の余裕がない北側に

さらに駐車スペースが取られるために北側街路への建物

家屋の露出が顕著になると考えられる．また，北入り住

宅が並ぶ街路でむき出し住宅の頻度が高くなっており，

街路に建物家屋が露出する形状の建物が並ぶことが，独

特の街路景観を形成している．

（接道幅）

　接道幅（宅地の街路に面している幅）でむき出し住宅

の頻度を比較した．むき出し住宅は接道幅が狭い（9m

以下）宅地で頻度が高い（図19）．狭い接道幅で車の乗

り入れスペースを確保することが原因と考えられる．

（まとめ）

　以上のように，新潟市郊外の住宅地では，車の利用を

優先した形状の住宅（むき出し住宅）が多く見られる．

頻出率の高い北側接道の宅地が並ぶ街路では，むき出し

住宅が並んだ独特の街路景観が形成されており，自動車

との親和性の高いインドア郊外圏が形成されていく中

で，郊外の景観が変質していく可能性が指摘できる．

４．車と店舗の直結化

４−１．調査概要

　本章では，車での利用を前提とした郊外型店舗のうち，

駐車場から店舗入口までのアプローチ空間を屋内化や半

屋内化したものに着目する（図20）．これは，冬期や雨

天時の利便を考慮したものであると考えられるが，具体

的には以下のような形状が挙げられる．

屋外駐車場の通路に屋根付きの通路を設置・ 

建物に隣接した立体駐車場との間に屋根付きの通路・ 

を設置

建物内に駐車場が組み込まれている・ 

建物屋上に駐車場が設置されている・ 

建物の１階部分がピロティ状の駐車場になっている．・ 

　本章では，この店舗を「車直結店舗」と定義し，その

実態を明らかにする．

　まず予備調査で，新潟市郊外地域の幹線道路沿いの店

舗のうち39店舗で車直結店舗を確認した．店舗には複

数の形状の駐車場があるものもあり，店舗と直結する駐

車場計55事例を得ることが出来た．これらを対象とし，

郊外型店舗駐車場の天蓋付き通路図 図図図 

４台以上
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１台

建造年代とむき出し住宅の頻度図 図図図 駐車台数（一戸あたり）図 図図図 駐車台数とむき出し住宅の頻度図 図図図 

接道方位とむき出し住宅の頻度図 図図図 接道幅とむき出し住宅の頻度図 図図図 
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業態や駐車車両から店舗入店までのアプローチ空間の構

成について調べた（表5）．

４−２．調査結果・考察

（業種・駐車形態）

　業種による内訳を見ると，遊技施設（パチンコ・ゲー

ムセンターなど）が半数を近くを占める（図21）．業種

内で競合し，顧客を囲い込むためのサービス向上の一環

として駐車場と売り場の直結をはかっている可能性があ

る．また，駐車形状毎でみると，遊技施設の多くは立体

駐車場と建物がつながった形状をしていることが分かる

（図22）．遊技施設は他の施設に較べて売り場（遊技場）

面積は小さく（集約的で），その売り場の隣や上部に立

体型の駐車場を設けている例が多い．商業施設には建物

下駐車場が多く見られたが，これは電器量販店に多い形

態で，商品の搬入頻度が低いことが要因であるとあると

考えられる．また，飲食店にでも同様に建物下駐車場の

形態が多いことも同様に搬入頻度が低いことが考えられ

る．

（店舗の入り方）

　駐車車両から店舗入店までのアプローチ空間の構成に

ついてみていくと，駐車場から建物までの外部通路な

ど，通路の外気に触れる場所に関しては，天蓋が設けら

れたり，建物庇を大きく張り出すことで，出来るだけ傘

大型商業施設

商業施設

遊技施設

飲食施設

0件 3件 6件 9件 12 件 15 件

大型商業施設商業施設遊技施設飲食施設

建物下駐車場

建物内駐車場

屋上駐車場

立体駐車場

GL駐車場

調査日時 平成１６年１０月
調査対象 新潟市郊外のロードサイドショップ

調査項目
・車直結店舗の探索

　（位置・建物配置・駐車場形状・駐車場から店舗へのアプローチ）

を差さずに建物内に入ることが出来るように配慮されて

いる．扉に関しては，自動ドアが多用され，ガラスで内

部が見えるように配慮されている．車直結店舗では，駐

車場から店舗空間までを如何に障壁なくつなぐかに留意

されているかが分かる．車内空間から店舗空間までのア

プローチ空間を構成しているものを要素化し，対象とし

た55事例でアプローチ空間を要素の組み合わせで表現

した（図23）．要素は通路上の天蓋や扉や段差，スロープ，

エレベータ，エスカレータといったもので，この要素の

車直結店舗の内訳図 図図図 
（業種別）

車直結店舗の内訳図 図図図 
（形態別）

調査概要（車と店舗の直結化）表 図図 

アプローチ空間の要素による分類と分類例図 図図図 

野　天 屋根下 車内空間・
店舗の建物内

駐車空間 屋根下歩行空間 庇空間 エレベーター内空間

手動ドア
（破線-透明　　　　
　　実線-不透明）

自動ドア
（破線-透明　　　　
　　実線-不透明）

階段（段差） 階段（階移動） エスカレーター

S

車内空間 店舗空間

S

S

S

S
S

S

No.32

No.03-1

No.03-2

No.11

No.22

No.15



S

S

S

【近接型】 事例数：21 /55

【重合型】 事例数：14 /55

【融合型】 事例数：20 /55

店舗領域自動車

組み合わせでアプローチを表現することで，アプローチ

上にどのような障壁があるか，または障壁をなくす（小

さくする）ためにどのような配慮がされているかが明ら

かになった．

　事例の分類を通して，空間の連続性に着目した場合，

車と店舗空間が直結される形態は大きく３つあることが

分かった（図24）．

【近接型】建物外部の駐車スペースと建物入口が天蓋付

きの通路などでつながっているもの．機能的には直結状

態を実現しているが，建物は独立しており，空間体験的

には車から降りて外構を歩き，建物入口から店舗に入る

（「車から降りてから入店する」）という一般的な構成は

守られており，車内空間と店舗空間の境界感は依然とし

てある．

【重合型】建物の１階ピロティが駐車スペースになって

いるもの．入口は建物周辺の駐車場から入店する利用者

と兼用になっている．駐車スペースと店舗が同一建物内

であり，「入店してから車から降りる」に近い強い直結

状態を実現している．ただし，入口はピロティ部分以外

の駐車場（屋外駐車場）や，徒歩での来店者も利用する

ため，入口然とした境界が存在する．

【融合型】駐車スペースが建物内に組み込まれているも

の．駐車スペースから階段やエレベータを利用して店舗

空間に入る．階段やエレベータは直接売り場につながっ

ており，駐車場と階段や昇降機の間には明確な入口然と

した境界はなく，結果，車内空間から入口を経由せずに

いきなり店舗売り場の真ん中に入るような空間体験とな

る．車内空間と店舗が特につながった感覚を与える．

　車直結型店舗では，駐車空間と店舗を屋内化または半

屋内化した空間でつなごうとしており，その間の障壁を

小さくすることが，車内空間と店舗空間が連続的につな

ぐ空間を生んでいる．その連続性は「近接型」＜「重合

型」＜「融合型」の順で顕著であり，「重合型」，「融合

型」では駐車空間が建物に組み込まれる形で，「入店し

て車から降りる」構成になっており，更に「融合型」で

は，住居の隣室同士のように車内空間と店舗売り場がつ

ながったような構成に近づいている．この様に，郊外型

店舗において自動車利用の利便を優先していくことが，

来店者の車内空間と店舗空間の境界を曖昧にし，インド

ア郊外圏を強く助長する要因になると考えられる．

　分析の対象とした55事例を3つの形態で分類すると，

近接型が21事例，重合型が14事例，融合型が20事例

となった．

５．まとめ

　本研究では，郊外において住宅地と郊外店舗を自動車

で結びつけている「インドア郊外」に関して，その圏域

の形成の仕組みを，自動車，住宅，郊外店舗の３側面か

ら調査し，以下のことが明らかになった．

自動車（車内空間の居室化）

自動車の使用頻度は高く，平日は通勤・通学，週末・ 

はレジャーと生活の各場面で車が使用されており，

車内空間に滞在する時間も長い．

停車状態で車に滞在したことも約６割が「ある」と・ 

回答し，３分の１以上が停車した状態で１時間以上

滞在したと答えており，移動を目的とせず車内で過

ごす事が目的化した使い方の存在が窺える．

車内に持ち込まれるアイテム（車載アイテム）も平・ 

均で15.5点にものぼり，車内空間を機能的に快適

にするアイテム以外にも，趣味嗜好で車内空間を飾

り付けるアイテムや，押し入れのように積み置かれ

るアイテムなども多くあり，車内空間が使い方や嗜

好に応じてカスタマイズされていることが分かり，

６つのタイプが指摘できた．

住宅（むき出し住宅）

住宅において街路側に駐車スペースの確保と住宅と・ 

の接続性を優先したために建物家屋が街路に対して

露出した外見的形状をもつ「むき出し住宅」は，郊

外住宅地において増加の傾向にある．

むき出し住宅は駐車台数が多く，接道幅が多いほど・ 

頻度が高い．
直結形態の三分類図 図図図 



＜註釈＞

若者に調査対象を絞っていることや，厳密なランダムサンプリン註1) 

グ調査ではない（人づてに調査協力者を募集した）ことから，調

査対象者の車への嗜好性や学歴などの属性に偏りがある可能性が

あるが，今回の調査は，車内空間の居室化という現象の存在を指

摘する事が目的であり，それらの偏りは，問題がないと判断した．

平成16年11月の道路交通法の改正により「運転中の携帯電話使註2) 

用」は法的に禁止されている．しかし，調査は改正前に行われた

もので，当時は危険行為とされていたものの現状としては行われ

ていた．

（財）自動車検査登録情報協会ＨＰより（http://www.airia.註3) 

or.jp/number/index.html）
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北入り（宅地の街路に面している側が北）の街路に・ 

おいてむき出し住宅の頻度が高く，これらが並ぶこ

とで特有の街路景観を形成する可能性がある．

郊外店舗（車直結店舗）

郊外型店舗のうち，駐車場から店舗入口までを屋内・ 

化や半屋内化した「車直結店舗」は，近隣競争によ

り顧客の囲い込みが進む遊技施設や商品の搬入頻度

が低い電気量販店などで多く見られる．

車内空間から店舗空間までのアプローチ空間を構成・ 

しているものを要素化し，構成を分類することで，

車直結型店舗は「近接型」，「重合型」，「融合型」の

３種に分類することが出来た．

車内空間と店舗空間の連続性は「近接型」＜「重合型」・ 

＜「融合型」の順で顕著であり，「融合型」では，車

内空間から入口を経由せずにいきなり店舗売り場の

真ん中に入るような空間体験となっている．

　郊外居住環境においては，自動車が居室化し，住宅，

商業施設が自動車との親和性を高めることで，一体的な

圏域であるインドア郊外を形成していることが明らかに

なった．インドア郊外は従来の公共交通網から切り離さ

れた独特の圏域であり，更に車依存化，郊外化が進む地

方都市においてはこの圏域が主たる公共圏となりうる可

能性もある．

　しかし，インドア郊外の実態やその存在が及ぼす影響

に関しては，以下のようにまだ不明な点も多い

住居，自動車，店舗が緩やかにつながることが及ぼす，・ 

インドア郊外圏の公私の領域の形成や，そこで振る

舞いやマナーへの影響．

自動車におけるアクセスが前提であるインドア郊外・ 

圏内において，車を運転することが出来ず，自発的

に圏内を移動できない子供や高齢者などの行動領域

や人のつながり．

自動車で広域から集まることが，圏域にどのような・ 

コミュニティを形成するのか，また，このことで，

従来的な近隣のコミュニティは変質するのか．

インドア郊外がより顕著になった郊外地域の街路景・ 

観．

インドア郊外圏として囲い込まれることで，その圏・ 

域の外側にあるもの（自動車アクセスが難しい場所

や施設，中心市街地）は，どうなるのか．

今後はより広範な地域，幅広い属性での調査を通して，

その実態について明らかにしたい．
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